
令和５年度第１学期始業式 校長式辞 

 

おはようございます。 

画面の写真を見てください。これは私が３

月下旬に撮った写真です。始業式を待ちきれ

ず校内の桜が満開に咲き誇っていました。そ

して今は、バス停から続く坂道には黄色い菜

の花、運動場の端には真っ赤なつつじが咲

き、私たちに優しく微笑みかけてくれています。 

皆さん、進級おめでとうございます。季節の

花たちと一緒にお祝いを申し上げます。 

今日から令和５年度が始まりました。皆さんは学年が一つずつ上がりました。そして明日は、新１

年生の後輩が入学してきます。皆さんが自分の得意なことや好きなことをそれぞれに発揮して、後

輩たちがあこがれる先輩になってくれることを期待しています。 

そのためには、どんな先輩になりたいのか、自分で目標を立てて、それを達成できるように一日一

日を大切に過ごしてほしいと思います。 

 

さて、目標を立てることについて、紹介をしたい人がいます。アメリカ大リーグ ロサンゼルス・エン

ゼルスの大谷翔平選手です。 

３月に行われたＷＢＣに日本代表選手として出場し、二刀流での大活躍やグランド内外での彼

のマナーのよさなど、毎日、報道されているので皆さんもよく知っていると思います。 

大谷選手があんなに素晴らしい選手になれたのはどうしてだと思いますか。それは、高校１年生

の時に目標を立て、達成するために必要だと考えたことをずっと毎日続けてきたからです。画面は

大谷選手のノートのコピーです。大谷選手は、プロ野球選手になるために、「体づくり」や「球のキレ、

コントロール、スピード」を磨くことだけでなく、「運」や「人間性」を高めることも目標にあげました。

そして、例えば「運」をつかむために必要なこととして「あいさつ」「ゴミ拾い」「部屋そうじ」「道具を

大切に使う」等を書き出し、これらを毎日続けたそうです。その結果が、今の大谷選手です。 

小さなこと忘れずに続けていくことが、やがて大きな結果につながります。皆さんも目標につなが

る、毎日の生活の中でできる小さなことを考えてみてください。 

 

来年、桜が満開になる頃には、３年生は社会人に、２年生は最上級生になります。自分の立てた

目標を実現するための１年になることを願っています。 

 

 令和５年４月６日 

校長 中野 康子  


